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大
本
総
代
　
飯
田
　
俊
明

　
運
気
を
磨
く

　

大
本
で「
霊
力
体
」に
つ
い
て
教
え
を
説
い
て
い
ま
す
。
宇
宙
を
構
成
す
る「
霊

力
体
」
を
考
察
す
る
に
は
「
天
地
の
真
象
を
観
察
」
せ
よ
と
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

科
学
と
宗
教
は
対
立
軸
に
あ
り
真
理
を
追
究
す
る
手
段
と
し
て
異
な
り
ま
す
が
、

究
極
の
目
的
は
同
じ
と
思
い
ま
す
。
１
９
１
５
年
に
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
が
発
表

し
た
「
一
般
相
対
性
理
論
」
の
正
し
さ
は
次
々
と
証
明
さ
れ
て
い
ま
す
。
宇
宙
や

素
粒
子
の
観
測
技
術
の
発
達
に
よ
り
２
０
１
９
年
に
は
５
５
０
０
万
光
年
先
の
巨

大
ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル
（
太
陽
の
65
億
倍
の
質
量
）
を
直
接
撮
影
す
る
こ
と
に
成
功
。

重
力
波
も
捉
え
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
一
番
の
謎
は
「
ダ
ー
ク
マ

タ
ー
、
ダ
ー
ク
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
の
存
在
の
証
明
で
し
ょ
う
。
宇
宙
は
質
量
ベ
ー
ス

で
４
％
の
物
質
と
23
％
の
ダ
ー
ク
マ
タ
ー
と
73
％
の
ダ
ー
ク
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
三
つ

の
存
在
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
「
体
力
霊
」
に
相
応
す
る
と
私
は
密
か
に
思
っ
て
い

ま
す
。
や
が
て
科
学
の
力
で
証
明
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

何
も
な
か
っ
た
１
３
８
億
年
前
に
「
ビ
ッ
グ
バ
ン
」
な
る
大
爆
発
を
起
こ
し
宇

宙
が
誕
生
。「
物
質
や
空
間
」の
実
態
は「
エ
ネ
ル
ギ
ー
」で
あ
り
、こ
の
宇
宙
は「
光

子
（
フ
ォ
ト
ン
）」
で
満
た
さ
れ
て
い
ま
す
。
何
も
な
い
真
空
の
中
に
膨
大
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
が
潜
み
、
ま
た
そ
の
場
所
に
は
過
去
、
現
在
、
未
来
の
す
べ
て
の
出
来

事
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
「
ゼ
ロ・ポ
イ
ン
ト・フ
ィ
ー
ル
ド
」
の
仮
説
で
、

人
生
も
こ
こ
に
記
録
さ
れ
て
い
る
と
説
き
ま
す
。
仏
教
の
「
空
」
の
思
想
に
つ
な

が
り
ま
す
。
人
生
に
は
「
運
気
」
と
呼
ば
ざ
る
を
え
な
い
出
来
事
が
巡
っ
て
く
る

と
い
う
こ
の
仮
説
は
、
原
子
力
工
学
博
士
の
田
坂
広
志
氏
の
『
運
気
を
磨
く
〜
心

を
浄
化
す
る
三
つ
の
技
法
〜
』
の
著
書
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。
運
気
と
い
う
存
在

は
否
定
で
き
ず
、
運
気
は
磨
く
こ
と
に
よ
り
人
生
が
大
き
く
良
い
方
向
に
開
け
て

行
く
と
説
い
て
い
ま
す
。

　

要
約
す
れ
ば
「
勇
め
ば
良
い
運
気
に
恵
ま
れ
る
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

 　
“
岸
を
打
つ　

波
の
音
に
も　

魂
を　

こ
め
て
し
聞
け
ば　

神
の
声
あ
り
”　

出
口
王
仁
三
郎
聖
師
さ
ま



令和３年（2021）
　

東
光
苑
春
季
大
祭
は
、
４
月
11
日
午
前
10
時

30
分
か
ら
、
斎
主
・
加
藤
道
明
祭
務
課
長
の
も

と
執
行
さ
れ
た
＝
写
真
。
祭
典
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
関
東
教
区

主
会
長
を
は
じ
め
、
各
分
所
・
支
部
か
ら
代
表

55
人
が
参
拝
。
祭
員
は
各
主
会
有
志
が
、『
大

本
神
諭
』
拝
読
は
志
村

寿
隆
東
京
主
会
長
が
担

当
。
祭
典
後
、
橋
本
伸

作
東
京
宣
教
セ
ン
タ
ー

長
が
あ
い
さ
つ
を
行

い
、
出
口
拓
生
氏
と
山

田
豊
氏
が
、
そ
れ
ぞ
れ

離
・
着
任
の
あ
い
さ
つ

を
行
っ
た
。

　
13
日
（
日
） 

午
前
10
時
30
分

東
光
苑
月
次
祭

人
類
愛
善
会
創
立
記
念
祭
典

16
日
（
水
） 

午
後
７
時
〜

 

東
光
苑
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
（
配
信
）

　 

講
題
　
持
続
可
能
な
世
界
と
は
？

		
		

	
	

 

〜
人
類
愛
善
会
が
目
指
す
も
の
〜

　
　
　
　

講
師
　
宮
下
愛
善
（
人
類
愛
善
会
副
会
長
）

26
〜
27
日
（
土
〜
日
）  

　
　
教
本
１
〜
３
級
認
定
講
習
会
（
前
半
）

※
行
事
の
延
期
や
中
止
、
祭
典
の
参
拝
を
ご
遠
慮
い
た
だ

く
な
ど
、
予
定
を
変
更
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

東光苑月次祭の参拝について
　5 月 9 日（日）の東光月次祭は、新型コロナウイルス感染防止対策の

ため、各機関からの代表参拝とさせていただきます。

　参拝を予定されていた皆さまにはご迷惑をおかけいたしますが、ご理

解、ご協力のほどよろしくお願いいたします。（ただし、緊急事態宣言が

発令されるなどの状況になりましたら、参拝をご遠慮いただきます）

　なお、祭典の模様は、大本東京本部の信徒専用ページからライブ配信

いたします。また、通常のご参拝は可能です。ご宿泊については、都内

の感染者数が収まるまで、しばらくの間、受け付けいたしません。

大本東京宣教センター

みろくの春

東
光
苑
春
季
大
祭
を
執
行

 

６
月 

東
光
苑
祭
典
・
行
事
予
定

東光苑オンライン講座

6 ⺼ 16 日（水）19：00 〜

持続可能な世界とは ?

講師：宮下愛善（人類愛善会副会長）
世界中が幸せと喜びに満ちあふれた温かく明るい世
界の実現を目指すために1925年に創立された人類
愛善会。同会の目指す持続可能な世界を考える。

大本東京本部ホームページでご覧ください！

前東京宣教センター祭務課主事　出
で

口
ぐち

　拓
たく

生
お

●離任あいさつ

4 月１日付で東京宣教センター祭
務課から綾部祭祀センター祭祀課へ
異動となりました。東京に赴任して
３年、不慣れな点や至らない点があ
りご迷惑をお掛けしたことと存じま
すが、皆さまの温かいお心で支えて
いただきましたこと、心から厚く御
礼申し上げます。場所が変わっても、
皆さまと共にコロナウイルスの早期終息を祈りつつ、
ご神業奉仕に邁進させていただきますので、今後と
もご指導ご鞭撻をよろしくお願い申し上げます。

東京宣教センター愛善宣教課兼総務管理課員　山
やま

田
だ

　豊
ゆたか

●着任あいさつ

はじめまして、4 月 1 日付で東京
宣教センターに配属となりました山
田豊と申します。この春、大本愛善
学苑を卒苑させていただき、ご奉仕
に上がらせていただきました。何分、
一つ一つのことが、分からないこと
ばかりで、皆さまにご迷惑をお掛け
することが多々あるかもしれません
が、大神さまのご守護をお祈りしつつ、目の前の小
さなことからコツコツと精進いたしたく思います。
皆さまどうぞよろしくお願い申し上げます。

教主さまご就任 20 周年慶祝

出口紅作陶展

　東京本部では、教主さまのご就任 20 周年を慶
祝し、作陶展「みろくの春」をギャラリーおほ
もと（東光苑）で開催いたします。
　教主さまのご作陶されたお茶盌を中心に 20 点
あまりを展示いたします。
　多くの皆さまのご拝観をお待ちしています。
　　　　　　　　　　記
開催日 ： 令和３年６月 13 日（日）〜８月 31 日（火）
時　間：午前 9：30 〜午後４：30
場　所 ： 大本東京本部・ギャラリーおほもと（東光苑）

〜人類愛善会が目指すもの〜

「鉄絵梅紋茶盌」


